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2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています　　 市議会だより

日

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

曜

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

時間

10:00

10:00

10:00

15:30

10:00

会　　　議

本会議　

常任委員会

本会議　

議会運営委員会

常任委員会

備　　　考

議案説明・議案質疑（補正予算）

予算決算委員会（補正予算）

（議案調査）

議案質疑・議案審議（補正予算）

（議案調査）

総務建設委員会

平成30年有田市議会３月定例会日程

月
定
例
会

月
定
例
会

月
定
例
会

33３

（　　　　）
一般会計予算規模

127億6,800万円歳入歳出予算

　平成30年度から国民健康保険税率を改正します
平成30年度　国保税額のモデル例
モデル①
家族構成　夫婦と子ども２人の４人世帯（夫48歳・妻45歳・子15歳・子12歳）
収入状況　夫　給与収入400万円の場合
　　　　　妻　給与収入150万円の場合
固定資産税額５万円

　月～金　13：00～15：30

対前年度比
2,900万円減、
△0.2％

※国保税合計のモデル例ですので、家族構成及び年齢等で
　税額が変動します。

年　度
国保税合計

29年度
603,300円

30年度
575,800円

比　較
△27,500円

年間27,500円の
減税となります。

モデル②
家族構成　ひとり親と子ども２人の３人世帯（親30歳・子５歳・子２歳）
収入状況　親　非課税収入の場合
固定資産税額０円
年　度

国保税合計
29年度
46,700円

30年度
42,200円

比　較
△4,500円

年間4,500円の
減税となります。

日

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

曜

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

時間

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

会　　　議

常任委員会

常任委員会

常任委員会

議会運営委員会

本会議

本会議

備　　　考

文教厚生委員会

予算決算委員会

予算決算委員会

（議案調査）

一般質問

（議案調査）

議案審議

平
成
30
年
３
月
定
例
会
は

３
月
２
日
か

ら
23
日
ま
で
の
22
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た



3 市議会だより　　政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

３
月
14
日
及
び
15
日
の
両
日

付
託
さ
れ
ま
し
た

案
件
に
つ
い
て

慎
重
審
査
の
結
果

議
案
　
第
18
号

議
案
　
第
19
号

議
案
　
第
20

号

議
案
　
第
21
号

議
案
　
第
22
号

議
案
　
第

23
号

議
案
　
第
24
号
　
及
び
議
案
　
第
25
号
　
に

つ
き
ま
し
て
は

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た

な
お

議
案
　
第
18

号
平
成
30
年
度
有
田
市
一
般
会
計
予
算
歳
出
に
関
し

て

申
し
添
え
ま
す

ま
ず

第
２
款
　
総
務
費

第
２
目
　
財
政
管
理

費
に
お
け
る

公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金
に
関
連

し
て

今
後

老
朽
化
の
激
し
い
施
設
に
つ
い
て
は

１
日

も
早
い
対
策
が
必
要
で
あ
り

個
別
施
設
計
画
を
早

急
に
作
成
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

修
繕
の
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
は

予
算
化
を
す
る
な
ど

バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
持

た
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す

次
に

第
６
款
　
商
工
水
産
費

第
３
目
　
観
光

費
に
お
け
る

地
域
活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ

に
関
連

し
て

本
当
に
有
田
市
に
見
合

た
事
業
で
あ
る
の
か
を
も

う
一
度

十
分
吟
味
さ
れ

事
業
実
施
に
あ
た

て

は

し

か
り
と
し
た
ビ
ジ

ン
を
持

て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い

続
い
て

第
４
目
　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
振
興
費
に
お

け
る

有
田
み
か
ん
ス
イ

ツ
コ
ン
テ
ス
ト
に
関
連

し
て

結
果
の
出
な
い
も
の
は

止
め
る
べ
き
も
の
で
あ

り

再
度

事
業
の
目
的
・
意
味
を
十
分
考
え
て

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
強
く
要
望
し
ま
す

最
後
に

病
院
事
業
に
つ
い
て

「
平
成
30
年
度
か
ら
は

収
支
の
改
善
を
図
る
」
と

の
説
明
を
受
け
た
が

現
実
は

平
成
29
年
度
決
算

見
込
み
で

前
年
度
以
上
の
赤
字
が
予
想
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す

ま
た

平
成
29
年
度
補
正
予
算
に
お

い
て

資
金
繰
り
を
行
う
た
め

一
般
会
計
よ
り

３
億
円
の
長
期
借
り
入
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
す

従
来
に
増
し
て

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
病
院
経
営

が
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り

市
立
病

院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
し

更
な
る
改
善
策

を
検
討
す
る
と
共
に

総
力
を
挙
げ
て
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

市
民
の
税
金
の
使
い
道
を

厳
し
く
チ

ク

予
算
決
算
委
員
会
委
員
長
報
告

委
員
長
　
西
　
口
　
正
　
助

予算とは…
予算の決まり方⇒ １年間の収入と支出を計画し　市長が提案した予算案を　

議会の審議を経て議決により予算として成立します。

市が市民の皆さんからの意見や要望に基づき１年間の行政サービスを検討し事業計画
（予算）を提案します。
市議会は提案された予算案をいろいろな観点から審議したうえ議決をおこない予算が決ま
ります。

市長
（予算提案）

議会
（予算案審議）

予算成立市長
（予算提案）

議会
（予算案審議）

予算成立市長
（予算提案）

議会
（予算案審議）

予算成立



平成30年度平成30年度
新規主要施策新規主要施策

全国瞬時警報システム受信装置設置更新
　　　　　　　　　　　 ………499万円
緊急事態の発生を瞬時に伝えるデジタル受信機を導入

コンビニエンスストアへのAED設置
　　　　　　　　　　　    ………65万円
市内のコンビニエンスストア協力店舗にAEDを設置

まちづくり活性化事業費補助金……100万円
まちづくりを推進する市民団体等の公益的活動を支援

都市下水路整備………2,585万円

子育て世代活動支援センター
運営事業　　………820万円
就学前児童と保護者が遊び、学び、相
談でき、情報発信の拠点施設を開館

小学校通学路グリーンベルト
設置事業　　………757万円
安全性向上の為、通学路に簡易歩道路
を設置

農業経営育成事業………407万円
みかん農家の販路開拓や経営支援に取り組む

4政治家は落成式、開店祝いの花輪を出すことは禁止されています　　 市議会だより



5 市議会だより　　政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています

まちを好きになるアプリ

『マチイロ』で
「ありだ市議会だより」を
　　　　　ご覧いただけます。
☆アプリは無料ですが、アプリのダウンロードや情報の受信には、通信料が発生する場合がありますのでご注意ください。

12
月
19
日
　
議
会
一
般
質
問
傍
聴
に
関
す
る

箕
島
高
校
生
徒
感
想

傍
聴
生
徒
４
名

【
感
想
】

○
傍
聴
席
か
ら
全
体
が
見
渡
せ

会
議
の
様

子
が
よ
く
わ
か

た

○
質
疑
応
答
の
内
容
は

理
解
す
る
の
に
は

難
し
か

た

○
発
言
す
る
と
き
は

き
ち
ん
と
議
長
の
許

可
を
得
て
発
言
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
た

○
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
や
喫
煙
に

関
す
る
こ
と
な
ど

私
た
ち
の
暮

ら
し
と
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解

で
き
た

○
地
区
別
の
自
然
災
害
な
ど
の
被
害

に
対
す
る
対
策
や
学
校
や
病
院
な

ど
の
施
設
の
対
応
を
考
え
て
く
れ

て
い
る
と
思

た

○
議
員
さ
ん
と
市
長
は
じ
め
役
所
の

方
が
向
き
合
い

座
り
方
の
配
置

か
ら

住
民
の
声
を
行
政
に
届
け

る
仕
事
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

た
○
思

て
い
た
以
上
に
激
し
く
や
り

と
り
す
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ

た
○
私
た
ち
高
校
生
に
直
接
関
わ
る
議

題
な
ど
で
あ
れ
ば

内
容
も
理
解

で
き
る
か
も
し
れ
な
い

箕島高校生
　　議会訪問

特集



6政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています　　 市議会だより

一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」

順位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

一般質問通告一覧表
【 午　前 】 平成 30 年 3 月 20 日

1 岡 田 行 弘

１．学校での、心肺蘇生教育の普及推進及び、突然死危機管理体制の整備について
⑴命を守るための、安全な学校への取り組み
⑵教職員への、AED講習の実施状況

２．市職員の人材育成について
⑴若手職員の育成についての取り組み

３．防災・減災対策について
⑴アクションプログラムの取り組み
⑵女性の視点からの防災対策
⑶自主防災組織の強化

2 辻 本 意 典

１．箕島地区の排水対策について
⑴箕島ポンプ場増設について

２．高齢者福祉行政について
⑴高齢者の健康増進の為のスポーツ施設について

３．防災について
⑴災害時の食糧備蓄について

４．児童福祉行政について
⑴高校３年生までの医療費無料化へ

3 一ノ瀬敦子
１．文教施設の設計、管理等について
⑴小学校の防犯対策は？

4 中 谷 桂 三

１．有田みかん海道展望台周辺の環境整備について
⑴トイレ設置

２．障害者就労施設からの行政調達について
⑴有田市の実態と今後

３．地震による津波の防災対策について
⑴港地区に津波避難センター設置

【 午　後 】

一般質問の全文については、有田市ホームページ市議会をクリックしてご覧ください。
議場内での一言一句までご覧いただけます！

会議録は有田市の図書館、公民館でもご覧になれます。



7 市議会だより　　政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています

命
を
守
る
た
め
の

安
全
な
学
校
へ

の
取
り
組
み

小
・
中
学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

状
況
は小

学
校
は

１
台
・
中
学
校
は

２
台
を
教
職
員
室
と
体
育
館
に
設
置

さ
い
た
ま
市
事
故
対
応
テ
キ

ス
ト
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ
デ
ル
を

参
考

質答要
望 学

校
で
の
心
肺
蘇
生
教
育

突
然
死
危
機
管
理
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
 他

公明党 岡田行弘議員

に
学
校
内
に
お
け
る
心
臓
突
然
死
ゼ

ロ
を

目
指
し
て
頂
き
た
い

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

港
町
地
区
は

津
波
の
到
達
時

間
が
早
い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が

河
北
避
難
拠
点
地
や
港
小
学
校
・
県

営
住
宅
港
団
地
が
津
波
避
難
ビ
ル
に

指
定
さ
れ
港
地
区
の
避
難
は
確
保
さ

れ
た
の
か

避
難
場
所
は
整
備
さ
れ
て
お
り

津
波
発
生
か
ら
す
ぐ
に
避
難
を
開
始

す
れ
ば

十
分
逃
げ
切
れ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す

要
援
護
者
や
高
齢
者
の
方
の

避
難
も
考
え
て
頂
き

女
性
の
視
点

か
ら
の
防
災
対
策
の
意
見
を

聞
く

事
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い

み
か
ん
街
道
に
河
南
地
区
の
津

波
時
避
難
拠
点
地

近
く
に
レ
ス
ト

ラ
ン
が
あ
り
ま
す

が

航
空
法
的
に
ヘ

リ
コ
プ
タ

の
着
陸

が
可
能
か

航
空
法
上
の
規

定
は

ク
リ
ア
で
き

て
お
り
ま
す

他
）
市
職
員
の
人
材

育
成
に
つ
い
て

質

答

答要
望

質

避
難
場
所
に
は
非
常
時
の
食
糧

が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
か

津
波
避
難
目
標
地
点
と
は
別
に

災
害
時
に
一
定
期
間
に
渡

て
避
難

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ

を
指
定
避
難
所
と
位
置
づ
け
て
い
ま

す

備
蓄
品
の
保
管
場
所
は
指
定
避

難
所
で
あ
る
小
中
学
校

文
化
福
祉

セ
ン
タ

市
役
所
と
な

て
い
ま

す

今
後
は

コ
ン
ビ
ニ
と
の
提

携
も
お
願
い
し
た
い

高
校
生
ま
で
医
療
費
を
無
償
化

に
す
る
と
負
担
は
い
く
ら
か

年
間
約
２

１
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す

質答要
望

質答

至誠会 辻本意典議員

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
実
現
願
い
た
い

子
ど
も
に
か
か
る
医
療
費
は

国
や
県

社
会
の
し
く
み
と
し
て
行

う
こ
と
が
必
要
で

自
治
体
で
競
う

こ
と
が
よ
い
の
か
と
も
思
い
ま
す

皆
さ
ま
よ
り
要
望
を
い
た
だ
き

平

成
27
年
度
よ
り
中
学
校
ま
で
の
無
償

化
を
実
施
し

義
務
教
育
ま
で
の
医

療
費
無
償
化
は
引
き
続
き
行
い
ま
す

が

高
校
生
ま
で
引
き
上
げ
る
と
い

う
考
え
は
持

て
お
り
ま
せ
ん

答 質

防
災
に
つ
い
て
 他

1

2

3

4

5

安全確認

反応なし
大声で応援を呼ぶ

普段どおりの
呼吸あり

わからないときは
胸骨圧迫を開始する

＊1

小児は胸の厚さ
の約1/3

＊2

7 AED装着

8 救急隊に引き継ぐまで，または傷病者に普段どおりの呼吸や
目的のある仕草が認められるまで続ける

電気ショック
ショック後ただちに
胸骨圧迫から再開＊3

ただちに
胸骨圧迫から再開＊3

6
胸骨圧迫30回と
人工呼吸２回の組み合わせ

人工呼吸の技術と意思があれば

119番通報・AED依頼
通信指令員の指導に従う

様子をみながら
応援・救急隊を待つ

呼吸なし
または死戦期呼吸＊1

ただちに胸骨圧迫を開始する
強く（約５㎝）＊2

速く（100～120回/分）
絶え間なく（中断を最小にする）

呼吸は？

心電図解析
電気ショックは必要か？

必要あり

＊3強く，速く，絶え間なく胸骨圧迫を！

必要なし

備 蓄 品



8政治家が運動会やスポーツ大会に差し入れをすることは禁止されています　　 市議会だより

平
成
30
年
度
か
ら

グ
リ

ン
ベ

ル
ト
が
着
工
さ
れ

ド
ラ
イ
バ

が

車
道
と
路
側
帯
を
視
覚
的
に

よ
り

明
瞭
に
区
分
で
き
る
よ
う
に
し
て

交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
置
し
ま
す

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況
で
す
が

市
内
全
小
学
校
の

３
校
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が

４
校
は
設
置
さ
れ

て
い
ま
せ
ん

設
備
が
遅
れ
て
い
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
！
ま
た

質 文
教
施
設
の
設
計

管
理

等
に
つ
い
て

無会派 一ノ瀬敦子議員

平
成
29
年
度
か
ら

市
内
全
小
学
校

に
学
童
保
育
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

市
長

防
犯
面
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

考
え
て
い
ま
す
か
？

学
校

学
童
保
育
と
と
も
に

そ
れ
ぞ
れ
に
児
童
の
安
全
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す

今
後
も

さ
ら

に
連
携
・
協
力
を
図
り

児
童
の
安

全
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す

小
学
校
は

教
育
課

学
童

保
育
は

福
祉
課

縦
割
り
行
政
の

理
不
尽
さ
が
子
供
達
の
し
わ
寄
せ
に

な
ら
な
い
よ
う

ま
た

防
犯
カ
メ

ラ
の
有
用
性
は

安
全
確
保
に
も
役

立
つ
こ
と
を
念
頭

に
置
き

教
職
員

と
学
童
保
育
指
導

員
の
モ
ニ
タ

画

面
の
共
有
と
未
設

置
学
校
へ
の
早
期

対
応
を
提
言
し
ま

す 提
言

答

⑴
有
田
み
か
ん
海
道
展
望
台
周
辺
へ

の
環
境
整
備
（
ト
イ
レ
設
置
）

徒
歩
で
来
ら
れ
た
グ
ル

プ
の

中
で

女
性
陣
の
み
の
皆
様
か
ら
ト

イ
レ
設
置
要
望
を
多
く
お
聞
き
し
ま

す

男
女
兼
用
の
障
害
者
も
利
用
で

き
る
ト
イ
レ
を

少
な
く
て
も
１
基

以
上
の
設
置
を
提
言
い
た
し
ま
す

東
家
・
展
望
台
の
利
用
者
数
や

ト
イ
レ
利
用
に
関
す
る
調
査
を
行

い

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す

⑵
地
震
に
よ
る
津
波
の
防
災
対
策
に

つ
い
て港

地
区
は

人
口
は
２

３
４

質答質

至誠会 中谷桂三議員

９
人
で

避
難
者
収
容
施
設
の
収
容

人
数
は
約
１
８
０
０
人
で
約
５

５
０
人
の
方
が
避
難
出
来
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す

地
震
に
よ
る
津
波
対

策
と
し
て
「
津
波
避
難
セ
ン
タ

」

の
建
設
を
提
言
い
た
し
ま
す

港
地
区
に
は

浸
水
し
な
い
地

域
も
想
定
さ
れ

小
学
校
の
２
・
３

階
へ
の
避
難
も
加
味
し
ま
す
と

大

半
の
住
民
が
避
難
で
き
る
と
考
え
ま

す

今
後
も

新
た
に
建
設
す
る
公

共
施
設
に
つ
い
て
は

防
災
機
能
に

も
配
慮
し
た
計
画
に
努
め

住
民
が

近
く
て
安
全
で
安
心
し
て
避
難
で
き

る
場
所
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す 答

有
田
み
か
ん
海
道
展
望

台
周
辺
へ
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
 他

みなべ町津波避難センター

学校名 防犯カメラ設置場所（設置数量） 設置日

平成27年

平成26年
平成25年

箕島小学校
田鶴小学校
保田小学校
宮原小学校
糸我小学校
初島小学校
港 小 学 校

なし
玄関ホール3
なし
本館（西）児童玄関1・新館（北）入口1
校舎（南）玄関向き2・校舎（南）児童玄関向き1・校舎（東）体育館向き1
なし
なし



9 市議会だより　　政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています

賛否の分かれた議案

＊議長は賛否に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「採決権」が認められています。
＊詳細については、各議員におたずね下さい。

結
　
　
果

会派名

議案名

有
田
会

公
明
党

至
誠
会

至
誠
会

至
誠
会

至
誠
会

有
田
会

有
田
会

市
民

ク
ラ
ブ

市
民

ク
ラ
ブ

×意見書案第1号 ○ × × 議長 × × ○ ○ × ○ ○ × 否決

議

員

名

浜

口

元

司

西

口

正

助

福

永

広

次

宇

野

博

治

生

駒

三

雄

堀

川

　

明

辻

本

意

典

中

谷

桂

三

万

賀

幸

雄

児

嶋

清

秋

岡

田

行

弘

池

田

敦

城

一
ノ
瀬
　
敦
子

賛否の分かれた議案 ○ 賛成　× 反対

平成30年3月定例会審議結果表

議案第 1 号
議案第 2 号
議案第 3 号
議案第 4 号
議案第 5 号
議案第 6 号
議案第 7 号
議案第 8 号
議案第 9 号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第14号
議案第15号
議案第16号
議案第17号
議案第18号
議案第19号
議案第20号
議案第21号
議案第22号
議案第23号
議案第24号
議案第25号
議案第26号
議案第27号
議案第28号
議案第29号
意見書案第1号
決議案第1号
－－－－－－－－－
－－－－－－－－－

専決処分の承認を求めることについて（平成29年度有田市一般会計補正予算（第9号））
有田市非常勤委員等の報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例
有田市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例
有田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
有田市火災予防条例の一部を改正する条例
有田市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例
有田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
有田市立病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
有田市都市公園条例の一部を改正する条例
有田市文化福祉センター条例の一部を改正する条例
有田市介護保険条例の一部を改正する条例
有田市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
有田市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例
有田市民体育館空調設備整備基金条例
平成29年度有田市一般会計補正予算（第10号）
平成29年度有田市上水道事業会計補正予算（第１号）
平成29年度有田市立病院事業会計補正予算（第２号）
平成30年度有田市一般会計予算
平成30年度有田市国民健康保険特別会計予算
平成30年度有田市初島財産区特別会計予算
平成30年度有田市漁業集落排水事業特別会計予算
平成30年度有田市介護保険特別会計予算
平成30年度有田市後期高齢者医療特別会計予算
平成30年度有田市上水道事業会計予算
平成30年度有田市立病院事業会計予算
初島財産区管理委員の選任について
平成29年度有田市一般会計補正予算（第11号）
新たに生じた土地の確認について
字の区域の変更について
消費税10％への増税中止を求める意見書の提出について
2025年国際博覧会の誘致に関する決議について
議員派遣の件について
各委員会の閉会中の継続審査及び調査について

30.3.7
30.3.23
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
30.3.7
〃
〃

30.3.23
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
30.3.7
30.3.23
〃
〃
〃
〃
〃

承認
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
同意
可決
可決
可決
否決
可決
可決
－－－

議案番号 件             名 議決年月日 可否

平成30年3月定例会審議結果表



10政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています　　 市議会だより

有田市議会BCP（業務継続計画）
～議会の災害対応マニュアル～ 

災害発生！そのとき、議員はこんな行動をします

◆初動期（発生後～３日）　災害対策会議設置、安否確認、情報収集
　　災害対策会議に参集するまで地域活動などに従事します。

◆中期（３日～７日）　災害情報の収集・把握・共有
　　災害対策会議の指示に基づき参集し、議員活動に専念します。

◆後期（７日～１カ月）　議会機能の早期復旧
　　本会議・委員会を開催し、復旧・復興予算などを審議します。

◆一カ月後、平常時の議会組織体制へ
　　復興計画などについて、議会として審議します。

●議員・事務局職員の安全確保
議員と議会事務局職員の安否確認体制の構築、特に議
会に議会災害対策会議を設置し、初動体制を整えると
ともに、災害の発生時期に応じた議員の行動基準や、
災害対策会議の指揮命令系統などを定めました。
●審議を行う環境の確保・整備
市役所本館の被害を想定し、代替施設における会議場
所の確保をはじめ、議員の参集基準や参集時の判断基
準、災害発生時における議員の行動や役割、備蓄品の
確保などを定めました。
●的確な情報の収集と把握
市の災害対策本部と議会の災害対策会議との組織的な
連絡・連携体制を構築し、災害情報の混乱が生じない
よう、情報の収集事項などを定めました。

　対象とする災害は、次のとおりとする。これは災害時において議会が果たすべき役割や行動については、
市の災害対応と極めて高い関連性を有し、相互に補完する形であることから、市において地域防災計画に基
づく災害対策本部、国民保護計画に基づく緊急事態連絡室や市国民保護対策本部（以下「災害対策本部等」
という。）が設置される災害基準を概ね準用するものである。

議会BCPの基本方針

想定する災害

初期対応の高度化

議会機能の早期回復

BCPが無い状況

議
会
の
業
務
水
準（
機
能
）

平常時

時間軸

100%

災害時

議会BCPの行動形態

災害対策会議設置

情報収集

審議（委員会等）

議決（予算等）

BCPが有る状況
BCP策定で得られるメリット

発災

災害種別 災　害　内　容

地　震 ・震度５強以上の地震

津　波 ・津波警報・大津波警報の発令

風水害
・台風、暴風、豪雨、洪水、土砂災害などで局地的又は広
　範囲な災害が発生した場合、又はそのおそれがあるもの

その他
・自然災害のほか、大規模火災などの大規模な事故、原子力災
　害、新型インフルエンザなどの感染症、大規模なテロなどで、
　大きな被害が発生した場合、又はそのおそれがあるもの

昭和28年7月18日水害



議会だよりアンケート調査

問１．議会だよりの全体的評価をお聞かせください。

　１　大変良い　　２　良い　　３　普通

　４　もう少し努力が必要　　５　まだまだ努力が必要

問２．傍聴に来られたことがありますか。

　１　ある　　２　ない　　３　興味なし

問３．議会だより（一般質問）の掲載文字数について。

　１　多い　　２　普通　　３　少ない

問４．今回のページで良かったものをお書きください。

　（複数可）

問５．上記のほか、議会だよりに関して何でも結構で

　すので、ご意見やご感想をお聞かせください。

キ　リ　ト　リ　線　 ✂

キ
　
リ
　
ト
　
リ
　
線
　

知っていますか
？

知っていますか
？

知っていますか
？

知っていますか
？ふるさと納税ふるさと納税ふるさと納税ふるさと納税

平成30年度当初予算ふるさと応援基金積立分充当先

教育及び文化に関する事業
子どもの貧困対策
産業、環境及び交流に関する事業
保健、福祉及び医療に関する事業
「子ども達に本を！」図書購入に活用
スポーツ振興に活用
市長におまかせコース

合　　　　　計

事　業　項　目 平成30年度当初予算充当予定額
1 6 7 , 0 0 0
1 , 8 6 0
4 9 , 0 0 0
5 5 , 0 0 0
2 8 , 7 0 0
1 5 , 0 0 0
1 0 8 , 5 0 7
4 2 5 , 0 6 7

平成30年度当初予算充当予定額

市長におまかせ
コース 教育及び文化に

関する事業

産業、環境
及び交流に
関する事業

保健、福祉及び
医療に関する事業「子ども達に本を！」

図書購入に活用

スポーツ振興
に活用

子どもの貧困対策

単位：千円

よりよい議会にむけて
～アンケートのお願い～
よりよい議会にむけて
～アンケートのお願い～

有田市議会では、市民の皆様に議会活動を
知っていただくため「議会だより」を発行し
ています。引き続き議会だよりを充実してい
くため、ご意見を伺いたくアンケートを実施
します。ご協力をお願いいたします。
○または記述でご回答いただき、送り先ま

で郵便はがきにてお送りください。

■締め切り／6月20日（水）



有田市議会議長賞
「カモメと夕陽」 宮井和広氏

「夕日の美しいまち有田市」
フォトコンテスト入賞作品

議会広報編集委員会／委員長：一ノ瀬敦子
副委員長：中谷桂三、委員：浜口元司・児嶋清秋

議会の情報公開を目的に、議会だより
を発行しています。市民の皆様に、楽し
く・親しみをもって読んでいただく為、
紙面の工夫をしています。アンケート調
査結果、色んな意見をいただいていま
す。今後の紙面づくりに生かしていきた
いと考えていますので、今回も、多くの
方のアンケート調査にご協力をお願い致
します。 （中谷）

発行／有田市議会
編集／議会広報編集委員会

〒649-0392
和歌山県有田市箕島50
TEL  0737-83-2443
FAX  0737-83-5524
E-mail  gikai@city.arida.lg.jp

皆様の議会傍聴をお待ちしています 
18歳選挙権が施行されました。
政治の場として、一番身近な市議会を傍聴に来ませんか。
次回は、6月に開会予定です。詳しくは、議会事務局にお問い合わせください。

郵　便　は　が　き

料金受取人払郵便
箕島郵便局
承　　　認

220

6 4 9 0 3 9 0

差出有効期間
平成30年６月
30日まで有効

◎議会だよりに関するアンケート調査
（受取人）

有田市役所　議会事務局　行
箕島郵便局私書箱第８号

【アンケート調査】※記入をお願いします。（答えられる範囲でOKです）

①　年齢

②　性別

③　お住まいの地区

④　職業

キ　リ　ト　リ　線　 ✂

キ
　
リ
　
ト
　
リ
　
線
　

有田市観光協会最優秀賞
「高田海岸から見た紀伊水道の夕日」 上野山典男氏
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